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石倉ブロック全景（H15年５月撮影）
中部ブロックで大きく活動し隆起部が形成

側方滑落崖の現状（H15年５月撮影）
連続性の良いせん断亀裂が確認される
（積雪期～融雪期移動量は水平約５C、垂直約-1.2Cである



狭さく部付近の現況（H15年５月撮影）
狭さく部付近では亀裂が密集し引張圧縮亀裂が混在する

上部写真の拡大写真（H15年５月撮影）



せん断された水路の現況
水平移動量は約３C、垂直移動量は確認されていない

末端部の隆起状況（H15年５月撮影）
H14年11月には0.5Cの隆起が確認され、翌H15年５月時には約0.2Cにまで増加し



護岸工施工時に現れたすべり面（H15年６月撮影）
礫混じり粘土層と風化泥岩層の境界部付近に形成されている

護岸工施工時に現れたすべり面の近景
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